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形状が変化するデジタルサイネージにおける誘目性の検討

坂本 凌1 木下 雄一朗2 郷 健太郎2

概要：近年，街中に多くのデジタルサイネージが設置されている．しかし，多くの人々がこれらに気づか
ないという問題が存在する．本研究では，デジタルサイネージにフレキシブルディスプレイを活用し，形

状変化させることでデジタルサイネージの誘目性を高めることを提案する．デジタルサイネージの設計指

針を示すために，形状変化がどのような要素から構成されているかを導出した．そして，それらの要素が

誘目性に与える影響を調査した．これにより，これにより，手前への形状変化は誘目性が向上することを

示した．また，上部および全体の形状変化は誘目性が向上することが判明した．さらに，早く変形するこ

とおよび繰り返し変形することが誘目性を向上させることを示した．
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Study of Attractivity for Deformable Public Display

Ryo Sakamoto1 Yuichiro Kinoshita2 Kentaro Go2

Abstract: A public display is currently placed at many locations. However most people do not notice or
get interested in it. This paper proposes a public display utilizing a flexible display and discusses the im-
provement of public display attractivity by its deformation. The study investigates the components of public
display deformation and the deformation factors that affect attractivity. The results demonstrated that the
deformation of top locations and whole area contribute to increase attractivity. Also, quick or repeating
deformations improve attractivity.
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1. はじめに

近年，街中に多くのデジタルサイネージが設置されてい

る．これらは従来の紙のポスターのような画像だけでな

く，映像も出力が可能で，主に情報を発信・共有するもので

ある．また，インタラクティブなディスプレイとしても広

く利用されている．しかし，実際の使用状況では，デジタ

ルサイネージの誘目性が低く，歩行者がデジタルサイネー

ジに気づかない問題も起きている [1]．ここで誘目性とは，

「注意を向けていない対象の発見のされやすさ」のことを
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意味する．一方で，OUI（Organic User Interface）[2]と

呼ばれる概念に基づく，形状が物理的に変化可能なインタ

フェースが注目を集めている．その中でも，「曲げる」「ひ

ねる」「折る」といった形状変化が可能なディスプレイであ

るフレキシブルディスプレイを入出力装置として活用する

ことを想定した研究が多く行われている [3], [4], [5]．そこ

で，我々はデジタルサイネージにフレキシブルディスプレ

イを適応し，形状変化をさせることで，デジタルサイネー

ジの誘目性を高められないかと考えた．

本研究ではシート状のフレキシブルディスプレイをデジ

タルサイネージに活用することを提案する．そして，どの

ような形状変化の要素が誘目性に影響を与えるのか調査

する．最終的に，形状変化可能なデジタルサイネージの設

計指針を示すことが，本研究の HCI 分野における貢献で

ある．
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2. 関連研究

2.1 デジタルサイネージにおける誘目性の向上

木原ら [6]は，周囲の人々を感知し，コンテンツを即応的

に選択し，人々にタイミング良く情報提示をする状況即応

型デジタルサイネージを提案した．主な機能として，人が

遠くを歩いている場合は音声によって呼びとめ，近づいて

きた時，その距離に応じてコンテンツを変更する機能をも

つ．また，Müllerら [7]は前を通過したユーザのシルエッ

トを表示するデジタルサイネージを設計した．ユーザは

ディスプレイ内のボールを自身のシルエットを用いて操作

することができる．これらの研究では，ユーザの注目を集

めるアプローチが音声や映像に限定されている．ゆえに，

他のアプローチについても十分な調査が必要である．我々

の提案する形状変化可能なデジタルサイネージはこのよう

な音声・映像によるアプローチと併用することが可能であ

る．これにより，より誘目性の高いデジタルサイネージの

設計が可能と考える．

2.2 フレキシブルディスプレイの出力表現

Alexanderら [8]は 9枚のディスプレイを並べ，それぞれ

のディスプレイの角度を個別に制御することでディスプレ

イ全体の形状が映像に合わせて変形する Tilt Displaysを

提案した．Pedersenら [5]は，モバイルサイズのデバイス

が形状変化する映像を用意し，ユーザに評価させることで

モバイルデバイスが出力として形状変化した際にユーザが

受ける印象を調査した．しかし，後者の研究は，モバイル

デバイスを想定したものであり，デジタルサイネージのよ

うな大型のディスプレイに関する調査ではない．

2.3 形状変化するデジタルサイネージ

Takashimaら [9]は，150 cm × 80 cmのスクリーンを 3

枚並べて，Tilt Displays [8]のように 1枚のスクリーンの

角度を個別に制御することで全体の形状変化が可能なデジ

タルサイネージを提案した．そして，インタラクティブな

操作を行う際に適した形状変化を調査した．しかし，この

研究では形状変化がスクリーンの数に依存しているため，

形状変化の多様性が低い．本研究では，1枚のシート状の

フレキシブルディスプレイを想定し，より多様性の高い形

状変化を扱う．

3. 形状変化収集実験

3.1 実験目的

本実験では，デジタルサイネージの形状変化がどのよう

な要素から構成されるのかを調査する．そのために，本実

験では，実験協力者に形状変化可能なデジタルサイネージ

のモックアップを提示し，様々な状況下において適した形

状変化を作成してもらう．これにより，多様な形状変化を

収集し，形状変化を構成している要素を抽出する．

3.2 シナリオ

本研究では，形状変化可能なデジタルサイネージが様々

なシナリオ下で使用されることを想定し，表 1に示す 5種

類のシナリオを定義した．また，シナリオごとに，実験協

力者とデジタルサイネージ間の距離を設定した．Attention

シナリオでは，実験協力者がデジタルサイネージの前を設

定された距離で横切ることを想定する．また，その他 4種

類のシナリオでは，実験協力者がデジタルサイネージの正

面に立っていることを想定する．

3.3 モックアップ

本研究では，60インチのディスプレイを想定し，長辺

1326 mm，短辺 747 mmのモックアップを作成した．モッ

クアップの芯材として，太さ 1 mm の針金で構成された

金網の外周に太さ 3 mmの針金を取り付けた．そして，そ

れらを挟むように白色の障子紙を貼り合わせることで，形

状変化可能なフレキシブルディスプレイのモックアップと

した．

3.4 設置方法

現在，デジタルサイネージの設置方法には図 1(a)に示

すような壁への設置と図 1(b)に示すような据え置きによ

る設置がある．本実験では，これら 2種類の設置方法の下

で収集する．壁設置は奥方向へは形状変化が不可能である

が，据え置き設置は可能であるという違いがある．

また，デジタルサイネージには図 1(a)に示すように長辺

が横向きで設置される場合と図 1(b)に示すように縦向き

で設置される場合の 2種類がある．本実験はこの 2種類の

設置方向の下でも形状変化の収集を実施する．

モックアップを設置する際には，土台とモックアップを

固定する必要がある．形状変化ディスプレイにおいては固

定した部分は形状変化が不可能であるため，固定位置に

よって可動域が異なる．そこで，本研究では図 1に示すよ

うに，上固定（モックアップの上辺から 100 mm 下を固

定），中固定（モックアップ中央を固定，高さ: 1300 mm），

下固定（モックアップの下辺から 100 mm上を固定）の 3

箇所の固定位置を設定した．

3.5 実験手順

本実験における実験協力者はお互い忌憚なく意見を言え

る間柄の 2人 1組で，お互いが相談を行いながら形状変化

を作成した．本実験にはグループ A～Gの 7組 14名の実

験協力者が参加した．平均年齢は 22.5歳（男性 11名，女

性 3名）であった．

まず，実験実施者によって，設置方法，設置方向，想定

するシナリオが指定される．実験協力者は各シナリオに設
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表 1 形状変化収集実験のためのシナリオと質問

Table 1 Usage sinarios and questions for the deformation elicitation experiment.

シナリオ名 シナリオの内容と各シナリオにおける質問（DS: デジタルサイネージ）

デジタル
サイネージ
までの距離

Attention あなたは空港のターミナルを歩いています．すぐ近くに DSがあるが，気づいていないため

そのまま通り過ぎようとしています．DSがどのような変形をすれば存在に気づきますか． 1.0 m

Attraction あなたは駅の中を 1人で歩いています．遠くに DSが見えましたが，文字が見えず，

見に行こうか迷いました．DSがどのような変形をすれば興味を持ち，見に行こうと思いますか． 5.0 m

Advertisement あなたはショッピングモールにいきました．入口のデジタルサイネージには

時間限定のセールをやっているということが書かれていました．

DSがどのような変形をすれば，購買意欲がより高まるでしょうか． 3.0 m

Welcoming あなたは招待客としてとあるホールに入りました．ウェルカムボードとして本日の予定が書かれた

DSが出迎えてくれます．DSがどのような変形をすれば出迎えられたと感じますか． 3.0 m

Feedback あなたはインタラクティブな DSを操作して，画面の処理終了ボタンをタッチで押しました．

DSがどのような変形をすれば処理の完了を感じられますか． 0.5 m
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図 1 形状変化可能なデジタルサイネージのモックアップの設置方法

Fig. 1 Installation environments of the deformable public dis-

play mockups.

定された距離から見て，そのシナリオの質問に対する形状

変化を最大 3種類作成する．この際，モックアップの固定

位置は実験協力者が最適だと考える位置を 3箇所の中から

自由に選択することができる．形状変化を作成したら，そ

の形状変化はどのような変形であるのかを口頭で説明す

る．5種類のシナリオについて形状変化の作成が完了した

ら，設置方法，設置方向が実験実施者によって変更され，

実験協力者は再度 5種類のシナリオについて形状変化を作

成する．

3.6 観測された形状変化

本実験では，7グループの実験協力者から 233の形状変

化を収集した．本実験では 5種類のシナリオを想定したが，

それぞれの目的に応じた様々な形状変化が作成された．

Attentionシナリオでは，気づきを促すために，人間の視

界に入るように大きく変形する形状変化が多くみられた．

例えば，すべてのグループが図 2(a)に示すようなユーザの

進行方向側が手前に向かって曲がる形状変化，あるいは上

部，下部が手前側に曲がる形状変化を作成した．グループ

Cでは，「気づかないってことは歩きスマホで下向いてる

んじゃ？」という会話があり，その後サイネージの下部を

手前に曲げる形状変化を作成した．

Attractionシナリオでは，グループ Bは図 2(b)に示す

ように遠くから確認できない情報を少しでも見やすくする

ために，サイネージを膨らませる形状変化を作成した．ま

た，グループ B，E，Gの実験協力者はサイネージの角で

人間の手を表現した．そして，サイネージの角を曲げるこ

とを繰り返すことで，手招きしている様子を表現して，人

を呼び寄せる形状変化を作成した．

Advertisementシナリオにおいて，グループ B，Gは形

状変化することでユーザを商品の場所へ案内することを提

案した．例えば，図 2(c)に示すようにデジタルサイネー

ジの角を曲げて，サイネージで矢印を表現し，ユーザを誘

導する形状変化が提案された．さらに，Attraction シナリ

オと同様に，手招きを表現して奥へ案内することを表現す

る形状変化が作成された．また，グループ E，Fを除くす

べてのグループは，商品部分を手前に膨らませる形状変化

によって，商品を強調することを試みた．グループ Fでは

「商品が出てるし見えなくなるような変形はあまりよくな

いよね」といった，形状変化によるコンテンツの阻害を懸

念する会話が見られた．Attentionシナリオでは気づきを

促すために大きく形状変化することが重要であったが，こ

のシナリオにおいては視認性を保つことが重要視された．

Welcomingシナリオでは，グループ Cを除く 6グルー

プが図 2(d)に示すようなサイネージ上部を手前に変形さ

せることでお辞儀を表現する形状変化を作成した．

Feedbackシナリオでは，今回は終了ボタンを押した際
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(a) 左が手前に

曲がる

(b)中心が手前

に膨らむ

(c) 右上と右下

が奥へ曲がる

(d)上部が手前

に曲がる

(e) 左右が手前

に曲がる

(f) 左右が手前

に折れる

図 2 観測された形状変化

Fig. 2 Observed deformation

のシナリオを示したため，終了感を感じさせる形状変化が

多く作成された．グループ A，B，Cは図 2(e)に示すよう

に，使用中は左右が手前に湾曲しているが，終了ボタンを

押すと平面に戻るという形状変化が見られた．

3.7 形状変化の分類

本実験で収集された形状変化は，図 2(a)のような 1箇所

の形状変化で構成される形状変化や図 2(d)のような左部

分と右部分が曲がるような複数箇所の形状変化で構成され

る形状変化がみられた．また，図 2(e)のように角度の小さ

い湾曲による形状変化や，図 2(f)のように完全に面と面が

重なるまで折る角度の大きい形状変化も観測された．据え

置き設置においては，図 2(c)のように奥側へ曲がる形状変

化も観測された．さらに，形状変化をした後一度平面に戻

り，また形状変化をするという連続した形状変化も確認さ

れた．本実験中の Attentionシナリオで形状変化を作成中

の会話として，グループ Cが「素早く動かすことで気づか

せる」という発言を行った．これらの知見を参考に形状変

化を分類した結果，以下に示す 7種類の要素で形状変化が

構成されていることが判明した．

形状変化箇所の数

デジタルサイネージの平面部分において何箇所が形状

変化しているかを示す要素．

形状変化の方向

デジタルサイネージの形状変化位置が手前方向に形状

変化するか，奥方向に形状変化するかを示す要素．

形状変化位置

デジタルサイネージが形状変化する位置を示す要素．

形状変化箇所の大きさ

同一の形状変化位置においても，広い範囲で変形する

のか，狭い範囲で変形するのかを示す要素

繰り返しの有無

形状変化を行った後，1度平面に戻り，再度形状変化

を行うか否かを示す要素．

形状変化の速度

形状変化の開始から終了までの時間を示す要素．

形状変化の種類

形状変化の角度や曲げ方を示す要素．

次章では，本実験でも設定した設置方向に加えて，これ

らの要素が誘目性に与える影響を調査する．ただし，形状

変化の箇所数において，本実験で収集された形状変化の

うち形状変化の箇所数が 1 箇所のみの形状変化は全体の

51%，2箇所は 29%，それ以上が 30%であった．そこで本

研究では，最も多く観測された形状変化の箇所数が 1箇所

の形状変化について分析を行う．また，形状変化の種類に

おいても本研究では 90度の曲げについてのみ調査を行う．

評価実験は手前方向と奥方向どちらにも形状変化可能な据

え置き設置のモックアップで行う．

4. 形状変化評価実験 1

4.1 実験目的

本実験では，第 3章で分類した形状変化の要素が，誘目

性に与える影響を調査する．各要素を組み合わせた様々な

形状変化を設計し，デジタルサイネージのモックアップを

用いて形状変化を再現した．それらを実験協力者が観測

し，誘目性の評価を行う．

4.2 評価対象

本実験では，第 3章で示した形状変化の要素のうち，「設

置方向」，「形状変化の方向」，「形状変化位置」を組み合わ

せた形状変化を評価対象とした．設置方向は形状変化収集

実験と同様に縦，横の 2種類である．また，形状変化の方

向は手前方向・奥方向の 2種類であり，形状変化位置は図

3に示す「上半分」，「下半分」，「右半分」，「左半分」，「右上

角」，「左上角」，「右下角」，「左下角」，「全体」の 9種類で

ある．また，各形状変化位置における形状変化箇所は，そ

れぞれ図 3に示す範囲である．この形状変化箇所は形状変

化収集実験で観測された形状変化を元に設計を行った．

「全体」の形状変化は中央部が手前方向，もしくは奥方

向へ膨らむように曲がる．他のすべての形状変化は，平面

の状態から約 90度曲がった状態まで形状変化して，もと

の平面に戻る．ただし，下半分が奥方向へ曲がる形状変化

はモックアップを設置している支柱に干渉するため約 30

度程度しか曲がらない．

曲がり始めてから平面に戻るまでの時間は約 2.0秒であ

る．これらを組み合わせた合計 36種類の形状変化に対し

て評価を行う．
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4.3 実験手順

本実験には 12名の実験協力者が参加した．平均年齢は

23.3歳（男性 10名，女性 2名）であった．

まず，実験実施者によって図 4に示す立ち位置 A～Dが

指定される．図中の Aおよび Bはデジタルサイネージを

正面から観測する立ち位置で，それぞれサイネージから 1.0

m，5.0 mの距離である．Cおよび Dは側面から観察する

立ち位置であり，同様に，サイネージから 1.0 m, 5.0 mの

距離である．A，Bに立つ実験協力者は，実験中はモック

アップの中央に視線を向ける．また，C，Dに立つ実験協

力者はモックアップの中央と高さが同じ位置にある正面の

印に視線を向ける．

実験協力者が指定された立ち位置に移動した後，実験実

施者がモックアップを用いて形状変化を再現する．それを

観測した実験協力者は「この形状変化は誘目性がある」，

「この形状変化は危険である」という 2種類の質問文に対

して，1（全くそう思わない）–7（とてもそう思う）の 7段

階のリッカート尺度で評価する．これらの手順を 36個の

形状変化に対して行う．すべての形状変化について評価を

行った後，立ち位置を変えて他の 3箇所の立ち位置につい

ても再度同じ手順で実験を行う．

4.4 実験結果

4.4.1 設置方向による誘目性への影響

本実験では縦設置と横設置の 2種類の設置方向で実験を

行った．各立ち位置におけるそれぞれの設置方向の誘目性

および危険性の評価値を図 5に示す．全ての立ち位置にお

1

2

3

4

5

6

7

評
価
値

A B C D
立ち位置

誘目性 危険性

図 5 設置方向ごとの誘目性および危険性

Fig. 5 誘目性および危険性

いて，横設置における誘目性の平均評価値は縦設置よりも

高いことがわかった．t検定により縦設置と横設置の誘目

性の平均評価値を比較した結果，立ち位置 A，C，Dにお

いて有意水準 5%で有意差が確認された．また，立ち位置

Bでは有意水準 10%で差に有意傾向が見られた．これによ

り，横設置は縦設置よりも誘目性が高くなる傾向があるこ

とが判明した．しかし，実際の使用状況は，サイネージに

表示するコンテンツに依存するため，縦，横どちらの条件

でも設置されることが考えられる．よって，次項では各設

置方向ごとに適した形状変化の要素を分析する．

4.4.2 縦設置における誘目性

各立ち位置における縦設置されたモックアップの誘目性

および危険性の評価値を図 6に示す．

正面近距離である立ち位置 Aにおいて，手前方向へ変

形した際の誘目性の平均評価値は 5.2（標準偏差: 1.5），奥

方向へ変形した際の誘目性の平均評価値は 4.5（標準偏差:

1.5）であり，手前方向への変形が誘目性の向上に影響した

傾向がみられた．また，形状変化位置ごとでは「上半分」

や「全体」など大きい面積が形状変化している時，誘目性

が向上している傾向がグラフから読み取れる．これらを統

計的に分析するために分散分析を行った結果，各要因に交

互作用があることが判明した．そこで，下位検定を行った

結果，「上半分」，「下半分」，「左半分」，「左上角」が変形し

た際には，有意水準 5%で手前方向への形状変化が有意に

誘目性が高くなることがわかった．また，手前方向への形

状変化において「上半分」および「全体」が変形した形状

変化は，他の形状変化位置よりも有意に誘目性が高いこと

がわかった．また，「上半分」と「全体」の間に有意差はみ

られなかった．「上半分」と同様の形状変化箇所の大きさ

である「下半分」よりも誘目性が向上したことから，上部

の形状変化は下部の形状変化よりも誘目性が向上すること

が判明した．

正面遠距離である立ち位置 Bにおいても各要因に交互作

用が確認された．下位検定を行った結果，「下半分」が形

状変化する際にのみ手前方向に曲がる方が奥方向に曲がる

よりも有意に誘目性が向上することが判明した．しかし，

「下半分」の奥方向への形状変化は他の条件と比較して可
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動域が小さいため，この結果は当然である．一方，「下半

分」以外の形状変化の位置では，正面遠距離に立つ人に対

する誘目性は，どちらの方向への形状変化でも効果に差が

ないことがわかる．また，どちらの形状変化方向において

も，「上半分」，「全体」が 4つの角の形状変化よりも誘目性

が有意に高いことがわかった．危険性において，全ての形

状変化の評価値は評価尺度の中央である 4.0以下であるこ

とがわかった．

また，側面近距離である立ち位置 Cについても各要因に

交互作用がみられ，「上半分」，「下半分」，「右半分」，「右上

角」，「右下角」が形状変化した際は手前方向への形状変化

の方が奥方向より有意に誘目性が向上することがわかった．

側面から観測したとき，「右半分」，「右上角」，「右下角」が

奥方向へ曲がると，観測者から見て奥側のディスプレイが

見えなくなるように変形するため，誘目性が低くなったと

考えられる．一方で「左半分」が変形する形状変化は側面

の観測者から見て手前側が変形するため，誘目性が低くな

ることはなかったと考えられる．形状変化位置を比較した

とき，手前方向へ形状変化する際は「下半分」，「上半分」，

「全体」は，4つの角の形状変化よりも誘目性が有意に向上

した．

側面遠距離である立ち位置 Dにおいても各要因に交互

作用がみられた．下位検定を行った結果，立ち位置 Cと同

様，「上半分」，「下半分」，「右半分」，「右上角」，「右下角」

が変形した際は手前への形状変化が有意に誘目性が向上し

た．さらに，形状変化位置ごとの比較においても立ち位置

Cと同様に「下半分」「上半分」「全体」が誘目性が高い傾

向にあった．また，危険性においては，「左半分」が手前方

向へ形状変化する条件の平均評価値が 4.3（標準偏差: 0.6）

である以外は立ち位置 Bと同様に評価尺度の中央である

4.0以下であった．

4.4.3 横設置おける誘目性

各立ち位置における横設置されたモックアップの誘目性

および危険性の平均評価値を図 7に示す．形状変化の方向

および形状変化位置を要因として分散分析を行った結果，

正面近距離である立ち位置Aにおいて各要因に交互作用が

あることが判明した．下位検定を行った結果．形状変化の

方向について，「下半分」，「右半分」，「左半分」，「左上角」

が変形した際は奥よりも手前の形状変化の方が有意に誘目

性が向上することがわかった．また，手前への形状変化に

ついて，「上半分」，「下半分」，「右半分」，「左半分」，「全

体」の誘目性に有意差はみられなかった．一方，危険性に

おいては「全体」が手前へ曲がる形状変化は，同様に誘目

性の評価値が高い形状変化と比較して有意に危険性が低い

ことが判明した．ゆえに，この条件においては「全体」が

曲がる形状変化が有効である．また，「全体」の位置では形

状変化向きにおいて有意差がみられなかったため，どちら

へ曲げても同様の効果が得られる．

遠距離正面である立ち位置 Bにおいても分散分析を行っ

たが，交互作用は確認されなかった．また，各要因に主効

果が確認され，手前方向への形状変化は奥方向への形状変

化よりも有意に誘目性が向上することが判明した．また，

形状変化位置ごとに比較をすると．立ち位置Aと同様に角

の形状変化箇所が変形する形状変化は他のすべての形状変

化位置と比較して有意に誘目性が低いことが確認された．

また，角以外の形状変化位置において，それぞれの形状変

化位置における誘目性に有意差がないことが判明した．こ

れらのことから，面積が大きい形状変化であれば，どの箇

所を曲げたとしても同様の効果が得られることがわかった．

近距離側面である立ち位置 Cでは，各要因に交互作用が

確認された．形状変化の方向について，「左下角」「全体」

を除くすべての形状変化位置において，手前方向への形状

変化が有意に誘目性が向上することがわかった．また，手

前方向に曲がる形状変化において，他の条件と同様に角の

形状変化の誘目性の評価値が有意に低い傾向がみられた．

角を除く全ての形状変化位置ごとに誘目性の評価値を比較

をすると，それぞれに有意差は確認できなかった．また，

本実験に参加した実験協力者 12名全員が，実験協力者から

観測してデジタルサイネージの奥部分にあたる「右半分」

が手前方向に曲がる形状変化の誘目性の評価を尺度の最大

である 7にしており，強い誘目性をもつと評価していた．

また，奥方向へ変形する形状変化では，「上半分」，「左半

分」，「全体」が曲がる形状変化は他の形状変化位置よりも

有意に誘目性が向上することがわかった．

遠距離側面である立ち位置Dにおいても，各要因に交互

作用が確認された．下位検定を行った結果，形状変化の方

向について「上半分」，「下半分」，「右半分」，「右上角」，「右

下角」が変形した際は手前方向に変形する形状変化の誘目

性が有意に向上することがわかった．また，手前方向に変

形する形状変化について，誘目性が高い傾向にある「上半

分」，「下半分」，「右半分」，「左半分」，「全体」の間には有

意差がみられなかった．また，奥方向に変形する形状変化

については「上半分」，「右半分」，「左半分」，「全体」は他

の形状変化位置よりも有意に誘目性が高いことがわかった

が，これらの間には有意差はみられなかった．

4.5 各立ち位置および設置方向における設計指針

縦設置のデジタルサイネージにおける設計指針として，

以下の知見が得られた．

• 全ての立ち位置において手前方向への形状変化が誘目
性が向上する．さらに，正面にいるユーザに対しては

「上半分」もしくは「全体」を手前方向に大きく形状変

化させることが有効である．

• 正面遠距離の際は奥方向へ形状変化させることも有効
である．

• 側面にいるユーザに対しては「上半分」，「下半分」，「全
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(c) 立ち位置 C
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(d) 立ち位置 D

図 6 縦設置における各立ち位置の形状変化ごとの誘目性および危

険性

Fig. 6 Attractivity and dangerousness of deformation for each

standing location for vertical installation
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(b) 立ち位置 B
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(c) 立ち位置 C
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(d) 立ち位置 D

図 7 横設置における各立ち位置の形状変化ごとの誘目性および危

険性

Fig. 7 Attractivity and dangerousness of deformation for each

standing location for horizontal installation

体」を手前へ形状変化させるべきである．

また，横設置のデジタルサイネージにおける設計指針とし

て以下の指針を示した．

• 全ての立ち位置において手前方向への形状変化が誘目
性が向上する傾向がある．

• 近距離正面にいるユーザに対する誘目性を向上させる
には，「全体」を手前方向もしくは奥方向に曲げるこ

とが有効である．

• 遠距離正面および側面のユーザに対しては面積が大
きく手前に曲がる形状変化が行われるべきである．特

に，近距離側面のユーザに対してはユーザの進行方向

側が曲がることが誘目性向上につながる．

5. 形状変化評価実験 2

5.1 実験目的

前章で扱わなかった形状変化の要素である，「形状変化

の速度」「繰り返しの有無」が誘目性にどのような影響を与

えるのかを調査する．実験環境は実験協力者および評価対

象の形状変化を除いて形状変化評価実験 1と同様である．

5.2 評価対象

前章の実験 1 では形状変化構成する要素の 1 つである

「形状変化の速度」は，開始から終了まで 2.0秒であった．

実験 2では，それよりも早い 1.0秒の形状変化を評価対象

とする．また，実験 1 における評価対象では，形状変化の

繰り返しはなかったが，実験 2では同じ変形を 2回繰り返

す形状変化を評価対象とする．

実験では前章で扱った形状変化の要素を変更し，前章で

の実験結果と比較することで，変更した各要素が誘目性に

与える影響を示す．前章の評価対象のうち，高い誘目性を

示した縦設置，手前方向，「上半分」の形状変化（平均誘目

性: 6.4），平均程度の誘目性を示した横設置，奥方向，「右

半分」の形状変化（平均誘目性: 4.7），低い誘目性を示した

縦設置，奥方向，「左下角」の形状変化（平均誘目性: 3.9）

を使用する．これらの形状変化を H，M，Lと定義する．

そして，それぞれの形状変化の速度を上げたものを H早，

M早，L早と定義し，繰り返しを付与したものを X繰，Y

繰，Z繰と定義する．

5.3 実験手順

実験協力者は 12名で，平均年齢は 23.5歳（男性 9名，

女性 3名）である．

実験手順は形状評価実験 1と同様であり，本実験で評価

対象となる形状変化は 6種類である．

5.4 実験結果

5.4.1 形状変化の速度による誘目性の変化

元の形状変化の誘目性と速度を上げた形状変化の誘目性

の平均評価値を比較すると，Hでは立ち位置 Cおよび D，

Mでは立ち位置Dを除くすべての立ち位置，Lでは立ち位

置 Bにおいて早い形状変化の値が高いことがわかった．t

検定により比較したとき，遠距離正面である Bの立ち位置

におけるMの形状変化の誘目性の向上に有意傾向がある

ことが判明した（p < 0.10）．同じ立ち位置においても形状

変化によっては誘目性が向上しなかったことから，もとも

と高い誘目性である形状変化，もしくは非常に低い誘目性

である形状変化には速度の上昇は有効に働かないことがわ

かる．

5.4.2 繰り返しによる誘目性の変化

元の形状変化の誘目性と繰り返しを付与した形状変化の

誘目性の平均評価値を比較すると，Hでは立ち位置 Bお

よび C，Mでは全ての立ち位置，Lでは立ち位置 Bにお

いて繰り返しのある形状変化の値が高いことがわかった．

t検定により比較したとき，近距離正面である Aの立ち位

置では Hの形状変化の誘目性の向上に有意傾向がみられ

（p < 0.10），Mの形状変化においても有意差が確認された

（p < 0.05）．また，Mの形状変化においては Bの立ち位置

においても有意差が確認された（p < 0.05）．このことか
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図 8 速度を上げた際の形状変化の誘目性および危険性

Fig. 8 Attractivity and dangerousness of quickly deformation
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図 9 繰り返しを付与した形状変化の誘目性および危険性

Fig. 9 Attractivity and dangerousness of repeating deforma-

tion

ら，正面のユーザに対しては形状変化を繰り返し行うこと

で誘目性の向上が期待できることが判明した．

5.5 設計指針

形状変化可能なデジタルサイネージにおける形状変化の

速度および繰り返しの有無について，以下の知見が得ら

れた．

• 形状変化が速くなることで，遠距離正面にいるユーザ
に対する誘目性の向上が期待できる．

• 繰り返し形状変化を行うことが正面にいるユーザに対
する誘目性の向上につながると考えられる．

6. おわりに

本研究では，デジタルサイネージにフレキシブルディス

プレイを活用し，誘目性を向上させることを提案した．そ

して，そのデジタルサイネージの設計指針を示すために，

形状変化を構成する 7種類の要素を導出し，それらが誘目

性に与える影響を調査した．これにより 4.6節および 5.4

節に示す設計指針を示した．本研究で得られた設計指針

は，より効果的なデジタルサイネージを設計するための手

助けとなり，広告の訴求力向上や，サイネージにおけるイ

ンタラクションの活性化につながることが期待できる．
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